


キャンセルとOK

人々を惑わせるショッピングセンターの道案内

スイッチとバーナーの対応が不明瞭なガスコンロ

　一般的に、ガスコンロのスイッチは対面にあるバーナーへ
対応すると考えがちです。しかしこのコンロでは、①がB、
②がA、③がC、④がD に対応しており、見た目の配置と実際
の火口が一致しません。そのため、直感的に操作できず、意
図しないバーナーに着火してしまうことがあります。しか
し、人間の習慣と成長は素晴らしく、1 週間も使っている
と、何も意識せずとも使えるようになる不思議な
BADUI です。

　ウェブサイトなどでよく見る、極めてシンプルな2択ボタン
の画面です。通常は悩むことなく「OK」か「キャンセル」か
を瞬時に判断してボタンを押せます。しかし、その状況が
一変してしまうのが「キャンセル」の確認です。「キャンセ
ル」という操作をしたい場合に「OK」と「キャンセル」を
提示されると、途端に判断ができなくなるBADUIです。そこ
で、「キャンセルする」「前の画面に戻る」のように、重複
表現を避け、動詞を用いることが望ましいです。

BADUI 1 

BADUI 2

BADUI 2

　道案内のための標識であるにも関わらず、この案内板は矢印の方向と
化粧室の位置関係が不明確です。その原因は、標識を縦に見るのか、
横に見るのかが瞬時にわからないからです。そこで、右図のように、
縦に見るように設計すると、それぞれの方向をすぐに理解できるように
なります。

BADUI GOODUI



分かりにくいドイツのトイレ表示BADUI 4 複数時刻で混乱を招くカーナビBADUI 5 

明治大学駿河台キャンパスの教室名BADUI 6 

　ドイツのトイレでは「H」と「D」の表示が広
く一般的に使われています。「H」はHerren
（紳士）で男性用、「D」はDamen（婦人）で
女性用を意味します。しかし、ドイツ語を母国
語にしない人の場合、正反対の」印象を受ける
傾向があります。その理由は、Dに含まれる濁音
(有声阻害音)が大きい・重い・強い・男性的な
イメージを与えます。つまり、文化の違いに
よって反対に伝わってしまうという、まったく
意図しないBADUIです。

　1105教室というと、一般的に11階を指しま
す。しかし，明治大学駿河台キャンパスの
場合、最初の数字が建物、その後の数字が部屋
番号を指します。つまり，1105教室は「1：
リバティタワー」の「10」階「5」番の教室
です。よって、2052教室は12号館の5階、308D
教室はアカデミーコモンの8階、4031教室は
グローバルフロントの3階になります。
このBADUIによって、初めて明治大学駿河台キ
ャンパスに来ると、教室にたどり着けない人が
続出します。

　カーナビには、現在時刻と到着予想時刻に
加えて、VICS センターから交通情報が発信され
た時間が表示されます。VICS(Vehicle
Information and Communication System)とは、
VICS センターが提供している道路交通情報シス
テムです。24 時間 365 日交通情報を集め、カー
ナビに届けてくれる素晴らしいサービスです
が、その発信時間まで表記されると、ドライバ
ーは混乱して時間を判断しにくくなる BADUI 
です。



　私たちは日常的に居住地、特に都道府県を選択する場面に
出会います。しかし、その並び順はアルファベット順、
五十音順、地理順などツールによってまちまちで、統一
されていません。付箋の図は、その一例としてアルファベッ
ト順のリストを示しています。一般的に都道府県は北から
南にうつっていく地域順で認識される中、アルファベット順
で表示されると目的の都道府県を探すのに時間がかかる
デザインです。

　山道の「熊出没注意」 などの注意喚起の標識
は、赤色で文字を強調することが多いです。
しかし、赤色は高エネルギーの光を吸収するた
め、劣化を受けやすく、色褪せていきます。
つまり、強調したい意図で赤くした文字が消えて
しまうという、なんとも皮肉なBADUIです。

すぐに見つけられない都道府県選択BADUI 7

「熊出没注意」　標識BADUI 8 秘密の質問BADUI 9

　秘密の質問は、パスワードの再設定や本人確
認の際に利用されるセキュリティ機能です。そ
のセキュリティレベルを上げるためには、外部
の人が特定できないように、人々があらゆる
書類やSNSに書き込んでいない情報を対象に
します。その結果、自分自身ですら答えを忘れ
てしまうという事態に陥ることがあります。
そうした問題もあり、多要素認証など技術的な
方法に移行しています。

自販機のボタンBADUI 10

　一般的に、自動販売機では、欲しい商品のすぐ下に
あるボタンを押します。一方、番号で選択するタイプ
では、目当ての商品が「12」のような2桁の場合「1」
と「2」を連続で押すと認識してしまうことがあり
ます。その結果、求めていない「1」の商品が出てきて
しまいます。ボタンの設計は直感的に操作できるよう
にすることが重要ですが、それがずれてしまうと、
咄嗟に違う操作ミスを起こしてしまいます。
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